
山根洸輝さん（稲葉山小学校６年）

細野月渚さん（美保小学校６年）

宮谷莉愛さん（大正小学校６年）

涌本彩花さん（岩倉小学校６年）

平成30年度　納税表彰受彰の皆様
▶ 県連統一事業　税金クイズ

　　　　　▶ 絵はがきコンクール
　　　　　▶ わが社のホープと会社PR
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今
か
ら
二
十
年
前
の
平
成
十
年
六
月
に
当
時
の
八

村
法
人
会
会
長
を
始
め
多
く
の
皆
様
の
ご
尽
力
で
、

鳥
取
法
人
会
に
女
性
部
会
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

す
で
に
全
国
の
法
人
会
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
が

女
性
部
会
を
作
っ
て
い
ま
し
た
の
で
少
々
遅
い
出
発

で
は
あ
り
ま
し
た
が
全
国
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
で

研
鑽
を
積
み
、
勉
強
会
、
企
業
視
察
、
小
学
六
年
生

を
対
象
の「
税
に
関
す
る
絵
葉
書
コ
ン
ク
ー
ル
」等
々

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
会
員
の
親
睦
を
深
め
る

た
め
の
料
理
教
室
も
大
好
評
で
す
。

　

昨
年
十
一
月
、
私
達
は
設
立
二
十
周
年
を
記
念
し

て
の
台
湾
研
修
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
女
性
ば
か
り

で
は
心
配
だ
と
藤
本
会
長
を
始
め
腕
力
に
自
信
の
あ

る
男
性
会
員
数
名
も
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
旅
の
模
様
を
少
し
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
台
湾
到
着
後
、
先
ず
「
日
本
台
湾
交
流
協
会
」

を
訪
問
し
、
協
会
経
済
部
の
方
か
ら
台
湾
の
概
況
に

つ
い
て
一
時
間
ば
か
り
講
義
を
受
け
、
そ
の
後
、
持

参
し
た
鳥
取
の
名
菓
を
渡
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
は
皆
で
名
物
の
夜
市
へ
繰
り
出
し
、
お
目

当
て
の
も
の
を
頬
ば
っ
た
り
物
色
し
た
り
・
・
私
も

童
心
に
返
り
ゲ
ー
ム
に
挑
戦
。
み
ご
と
ス
ゴ
イ
景
品

を
ゲ
ッ
ト
！
夫
へ
の
土
産
は
こ
れ
で
良
し
・
・
・

　

こ
の
旅
で
何
と
言
っ
て
も
感
動
的
だ
っ
た
の
は
、

「
千
と
千
尋
の
神
隠
し
」
の
舞
台
に
な
っ
た
ら
し
い

九
份
を
訪
れ
た
事
で
す
。
そ
こ
に
足
を
踏
み
入
れ
る

や
い
な
や
、
ア
ニ
メ
の
主
人
公
「
神
隠
し
の
千
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
様
で
し
た
。
高
い
屋
根
か
ら
吊
る

さ
れ
た
沢
山
の
赤
い
提
灯
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
雰

囲
気
を
残
す
中
華
風
お
茶
屋
、
酒
場
、
映
画
館
。
か

つ
て
金
山
で
栄
え
賑
わ
っ
た
山
が
そ
の
後
の
廃
坑
で

何
十
年
も
忘
れ
去
ら
れ
廃
墟
と
な
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
私
も
若
い
頃
、
映
画
館
や
料
亭
、
温
泉
旅
館
な

ど
を
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
ず
っ
と
昔
に
住
ん
で

い
た
故
郷
の
家
に
帰
っ
た
よ
う
な
妙
に
懐
か
し
い
気

分
に
な
り
ま
し
た
。
と
言
う
訳
で
今
年
も
皆
で
張
り

切
っ
て
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。　

会
員
も
募
集
中
で
す
。
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平成30年度　納税表彰受彰の皆様

税務署長感謝状
（平成30年11月13日　鳥取税務署にて受彰）

財務大臣表彰
（平成30年10月24日　東京／三田共用会議所にて受彰）

（公社）鳥取法人会
＊租税教育推進にあたりこのたび感謝状を

いただきました　　　　　　　　　　

馬場 進 様
鳥取法人会　副会長

（日ノ丸自動車㈱　取締役社長）

広島国税局長表彰
（平成30年11月9日　広島／ホテルセンチュリー 21広島にて受彰）

藤本 英興 様
鳥取県法人会連合会　会長

鳥取法人会　会長

山﨑 安造 様
鳥取法人会　理事

（㈲山﨑会計事務所　代表取締役）

受彰者と来賓の皆様　鳥取税務署にて（H30.11.13）
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新設法人税務説明会　▶▶▶新設法人説明会を年２回開催

決算期別法人税務説明会　▶決算期別説明会を年５回開催

年末調整説明会　▶▶▶▶▶毎年11月東部１会場にて開催

３月８日（金）14：30～17：30　ホテルモナーク鳥取

第１部「中小企業の生き残り戦略」
　　　　　～今、経営者がなすべきこと～
　　　　講　師　中村 智彦 氏
　　　　　　　　（神戸国際大学経済学部教授）
　　　　受講者　81名
第２部「ＲＰＡ戦略セミナー」
　　　　　～人手不足でお悩みでないですか？～
　　　　講　師　鍋嶋 正孝 氏（エンザントレイズ㈱代表取締役）
　　　　受講者　43名

★ 入社社員３年以内対象従業員研修（10/25～10/26）
　　　　　　　　　とりぎん文化会館 第４会議室
　 のべ25名の会員企業社員様に受講頂きました。

【カリキュラム】　　　　　　講師：山本 リエ 氏

◆ 気持ちが200％伝わる挨拶と敬語
◆ 会社のイメージが決まる！ 心からの訪問来客応対
◆ 明日から使える！社内・社外コミュニケーション技術
　 など

各種税制説明会・経営セミナーを開催

事業活動

支部合同講演会＆経営者向けセミナー開催

ビジネス関連研修会

人材不足への対応策、情
報発信の重要性、地方と
の連携、ネット活用、営
業力格差など企業経営に
関わる課題、解決策につ
いて講演頂きました。
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◆◆ 平成 31年度税制改正 スローガン ◆◆
○ 財政健全化は国家課題。目標の早期達成に向けて全力を！

○ 少子高齢化の急速な進行は不可避。社会構造変化に対応した社会保障制度の確立を！

○ 中小企業向け税制措置を拡充し、真の経済再生を！

○ 中小企業は雇用の担い手。事業承継税制の改革は地方活性化のためにも重要！

平成 31年度税制改正に関する提言活動

左から

鳥取県 平井伸治知事・藤本英興会長・山﨑安造税制委員長

右から

鳥取市 羽場恭一副市長・藤本英興会長・山﨑安造税制委員長

【自主点検チェックシート】
　平成30年４月１日以降終了事業年度分から
国税庁 法人事業概況説明書が改訂されます。
　法人会では企業の税務コンプライアンス向上
のため内部統制面や経理面に関する自主点検を
推奨しています。是非、ご活用ください。

法人事業概況説明書

社内監査記入欄に

法人会自主点検チェック

シートとご記入できます

監修：日本税理士会連合会

後援：国税庁

30.11 .29　鳥取市役所にて

30.11 .29　鳥取県庁にて
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第５回　　

税金クイズ
県内統一事業実施

～税を考える週間（11/11 ～ 11/17）広報イベント～

鳥取・倉吉・米子の各地で開催！！
「白バラ牛乳グッズセット」を正解者の中から抽選で

総数100名様にプレゼント！！
【鳥取法人会】・・・当選者 33 名

◆ 11月３日（土祭日）
　鳥取駅前メインストリート若桜街道歩行者天国『第41回
木のまつり』約30,000人参加イベントに今年度も法人会
ブースを出店しました。快晴に恵まれ、鳥取税務署の田原
郁夫署長をはじめ10名の署員、法人会スタッフ７名（うち
女性部会２名）が街頭広報、ブース誘導、応募者対応を行
ないました。応募用紙500枚すべて回収配布グッズとして

「絵はがきコンクールのポケットティシュ」「租税教室用マ
ンガ本」ペットボトル水350本を配布し、街頭では一般市
民に「軽減税率制度」概要についてチラシ広報しました。

　県内応募総
数 約1,600名様

の正解者の中
から厳

正な抽選を行
いました。尚

、当選者発表
は12月

中旬の賞品発
送をもって代

えさせて頂き
ました。

　たくさんの
ご応募ありが

とうございま
した。

　2019年度も
県内３法人会

にて税金クイ
ズ実施

を実施いたし
ます。

　当選商品に
ご期待いただ

き、皆様から
のご応

募お待ちして
います。

事業活動
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税広報・確定申告ｅ－Ｔａｘ広報イベント開催

主催　鳥取納税協力団体懇話会
共催　鳥取税務署

　30年11月３日（土）13時～ 16時　イオンモール鳥取北店セントラルコートにて、
主催　鳥取納税協力団体懇話会　藤本英興 座長（公益社団法人 鳥取法人会会長）
共催　鳥取税務署による、税を考える週間にあわせた税広報イベントを開催しました。
　当日は鳥取城北高校書道部員を招き、書道パフォーマンスを披露していただきました。

２/４（月）とりぎん文化会館にて
　　　　　講　師：鳥取税務署員

　鳥取納税協力団体懇話会主催に
よる説明会を開催し100名を超え
る経営者、経理担当者の方々に受
講いただきました。

税広報イベント

軽減税率制度説明会

鳥取城北高校書道部の皆さん、
優美で迫力のあるパフォーマンス

ありがとうございました。

～ 私が創るみんなの未来　世界を変える小さな力 ～
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税務署からのお知らせ
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税理士　山宅　孝道

リサ 　最近話題になっている新事業承継税
制とは、どのような制度なのでしょうか。
サキ先生 　平成30年度税制改正では、事業承
継税制について、これまでの措置（一般措置）
に加え、10年間の措置として、納税猶予の対
象となる非上場株式等の制限（総株式数の３
分の２まで）の撤廃や、納税猶予割合の引上
げ（80％から100％）、贈与者・被相続人の要
件及び後継者の要件等が改正された特例措
置が創設されました。この特例措置について
は、10年間の措置ですので、2018年１月１日
から2027年12月31日までの間の非上場株式
等の贈与・相続が対象となっています。
リサ 　特例措置について、具体的に猶予さ
れる税額は変わるのですか。
サキ先生 　今までの一般措置は猶予の対象
となる株式が発行済議決権株式総数の３分
の２までであり、贈与税はその全額、相続税
はその80％が猶予されました。新たな特例措
置については、猶予の対象となる株式が全て
の発行済議決権株式となり、贈与税・相続税
ともその全額が猶予されることになってい
ます。　
リサ 　特例措置については、代表権を有し
ていなかった人からの株式も対象になると
聞いていますが、詳しく教えてください。
サキ先生 　一般措置は、先代経営者からの贈
与や相続で取得した株式についてしか、納税
猶予の対象となりませんでしたが、今回の特
例措置では、先代経営者からの贈与や相続を
受けた上で、先代経営者以外の人が持ってい
る株式も納税猶予の対象となりました。例え
ば、お父様が先代経営者で、お母様が株式の

一部を持っている場合なども、その株式が納
税猶予の対象となります。また、先代経営者
と親族関係がない、第三者が持っている株式
であっても対象となります。
リサ 　贈与の場合、その時期や期限とかは
ありますか。
サキ先生 　代表権を有していなかったお母
様から株式の贈与を受け、特例措置の適用を
受ける場合、先代経営者の贈与の日から経営
継承期間内に申告期限が到来する株式の贈
与が対象となります。

　　具体的な例として、先代経営者であるお父
様からの株式の贈与が2018年11月１日だっ
た場合、特例経営贈与承継期間はお父様から
の贈与の申告期限である2019年３月15日の
翌日から５年後の2024年３月15日となりま
す。お母様からの株式の贈与が対象となるの
は、お父様からの株式の贈与の日からこの期
間内に贈与税の申告期限が到来する株式の
贈与になりますので、2023年12月31日までに
贈与された株式が対象となります。特例経営
贈与承継期間内（2024年３月15日まで）に贈
与された株式ではありませんので、注意しな
ければいけませんね。

　　なお、お父様からの株式贈与の前にお母様
から株式の贈与を受けた場合、それは対象外
となります。
リサ 　時期や期限に注意しないと大変なこ
とになってしまいますね。
サキ先生 　そうですね、ほかにも特例承継計
画の提出などの適用要件はありますから、適
用要件を確認しながら進めることが大切で
すね。

山宅孝道（やまけたかみち）
1965年生まれ。東京国税局管内の税務署において管理・徴収部門、法人課税部門、資産
課税部門等の事務に従事し、武蔵府中税務署資産課税部門上席国税調査官を最後に2013
年７月退職。
埼玉県さいたま市で税理士登録。近著「所得税重要事例集」（共著、税務研究会）。

　筆者紹介

～ 経理課社員  リサ  と顧問税理士  サキ先生  の税務問答 ～新事業承継税制

とは？
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木村優梨

ご　挨　拶

　法人会の福利厚生事業につきまして、平素より
格別のご理解ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
　法人会の会員向け福利厚生制度である経営者大型総合保障制度は「会員企業を守りたい」という
強い想いのもと、昭和46年に法人会が創設した制度で、多くの会員企業様にご採用賜り、企業防衛
の役割を果たしてまいりました。
　現在では、重大疾病（がん、急性心筋梗塞、脳卒中）や就労不能状態に陥った場合の企業経営を
サポートする保障制度も加わり、充実した各種制度をご用意しております。
　また、「ビックハートネットワーク」という会員のみなさまからお知り合いの経営者様をご紹介
いただき、当制度をご採用いただいた場合にその制度推進による収益の一部を社会貢献に役立てる
取り組みを展開しております。
　私たち推進員が、鳥取法人会様を担当させていただいておりますので、よろしくお願い申し上げます。

経営者大型総合保障制度紹介運動
『ビッグハートネットワーク』展開中！

大同生命保険株式会社
山陰支社　鳥取営業所

所長　香西　哲也

～ 私たちが福利厚生制度推進担当者です ～

大同生命保険株式会社　山陰支社　鳥取営業所
鳥取市富安２－159　久本ビル４Ｆ

TEL：0857-22-2007　FAX：0857-37-0131

仁宮ひとみ山田美里

浅田純子

前田奈緒子

小林千代美 藤原建二 岩見聖子

福利厚生制度コーナー
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◆
失
敗
続
き「
自
分
は
ダ
メ
人
間
」

と
自
己
否
定
に
陥
っ
た
工
場
従
業

員
　

専
門
学
校
を
卒
業
し
て
入
社
10
年
。
工

場
の
製
造
現
場
を
経
て
、
工
程
管
理
担
当

に
な
っ
た
Ｓ
さ
ん
（
31
歳
）
か
ら
の
相
談

を
最
初
は
電
話
で
受
け
た
。

　

上
司
の
指
導
で
間
違
い
な
く
各
担
当
部

署
の
デ
ー
タ
管
理
を
し
て
い
た
は
ず
だ
っ

た
の
に
、
報
告
先
を
間
違
え
た
り
、
簡
単

な
計
算
ミ
ス
も
目
立
っ
て
き
た
。
先
輩
が

ひ
と
り
退
職
し
て
仕
事
量
が
増
え
た
。
先

輩
が
担
当
し
て
い
た
業
務
も
分
担
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
本
社
経
由
で
い
く
つ
か

の
工
場
か
ら
の
情
報
を
受
信
し
て
現
場
に

活
か
す
道
筋
を
考
え
る
と
い
う
難
し
い
仕

事
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ

が
原
因
だ
ろ
う
か
。
つ
い
つ
い
、
自
分
は

ダ
メ
人
間
だ
、
こ
の
ま
ま
で
は
こ
こ
で
働

け
な
い
、
結
婚
し
た
ば
か
り
の
妻
に
申
し

訳
な
い
、
と
自
己
嫌
悪
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
思

考
の
言
葉
が
何
度
も
出
た
。「
ま
た
失
敗

し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」
と
不
安
感
が
強
く

な
っ
て
落
ち
込
む
日
々
。
親
し
い
仲
間
は

「
大
丈
夫
だ
か
ら
」
と
励
ま
し
て
く
れ
る

が
、
そ
ん
な
言
葉
だ
け
で
は
前
向
き
に
な

れ
な
か
っ
た
。

◆
気
持
ち
を
前
向
き
に
切
り
替
え

る
言
葉
は
探
せ
な
か
っ
た
が
…

　

休
日
に
Ｓ
さ
ん
の
自
宅
が
あ
る
町
の
喫

茶
店
で
会
っ
た
。
初
対
面
で
は
誰
も
緊
張

す
る
。
周
辺
の
景
色
の
美
し
さ
な
ど
を
語

り
合
っ
て
気
持
ち
を
ほ
ぐ
し
た
。
仕
事
の

量
的
負
担
が
増
え
た
上
に
、
難
し
く
不
慣

れ
な
業
務
と
い
う
質
的
負
担
も
重
な
っ
た

こ
と
が
ミ
ス
を
生
む
背
景
に
あ
る
と
、
ま

ず
一
般
的
な
話
か
ら
入
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
だ
け
で
は
納
得
し
て
く
れ
な
い
こ
と

は
分
か
っ
て
い
た
。

　

落
ち
込
ん
だ
時
、
自
分
は
ど
ん
な
言
葉

を
吐
い
て
い
る
の
か
質
問
し
た
。
Ｓ
さ
ん

は
「
10
年
も
勤
め
て
こ
の
状
態
か
。
こ
の

先
も
い
い
こ
と
な
い
だ
ろ
う
な
」
と
答
え

た
。
気
持
ち
を
前
向
き
に
切
り
替
え
る
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
が
出
る
と
い
い
ん
だ

け
れ
ど
ね
、
と
問
い
か
け
た
が
、
う
な
ず

き
つ
つ
も
、
う
つ
む
い
て
考
え
込
ん
で
し

ま
っ
た
。

「
そ
ん
な
時
は
、
３
人
称
で
語
っ
て
み
る

方
法
が
あ
り
ま
す
よ
、
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
」と
提
案
し
た
。
ふ
だ
ん
の
Ｓ
さ
ん
は
、

「
仕
事
で
ミ
ス
を
し
た
。
ど
う
し
た
ら
い

い
か
」
と
１
人
称
で
語
っ
て
い
る
は
ず
。

こ
れ
を
「
太
郎
君
は
ミ
ス
を
し
た
。
ど
う

し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
言
い
換
え
て
み

る
と
ど
う
な
る
か
。
３
人
称
で
語
る
こ
と

で
自
分
を
客
観
的
に
見
つ
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
心
理
的
距
離
が
生
ま
れ
て
、
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
し
や
す
く
な
る
。
い

つ
の
ま
に
か
、「
太
郎
君
、
そ
ん
な
時
は

う
ま
く
い
っ
た
時
を
思
い
出
し
て
み
よ
う

よ
」
と
語
り
か
け
て
い
る
自
分
が
い
る
は

ず
。
Ｓ
さ
ん
も
顔
を
上
げ
て
く
れ
た
。

◆
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
状
態
を
救
う
セ

ル
フ
ト
ー
ク
の
切
り
替
え
、
応
用

の
場
は
広
い

　

１
人
称
で
話
す
こ
と
も
３
人
称
に
言
い

替
え
る
こ
と
も
セ
ル
フ
ト
ー
ク
に
変
わ
り

は
な
い
。
ふ
だ
ん
は
、
自
分
は
、
私
は
、

と
１
人
称
で
話
し
て
何
も
問
題
な
い
。
ス

ト
レ
ス
の
な
い
職
場
は
な
い
。
８
割
の
人

が
人
間
関
係
で
悩
む
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

る
。
昨
今
は
人
材
不
足
が
問
題
に
な
り
、

働
く
環
境
は
悪
化
し
て
い
る
。
悩
み
、
落

ち
込
み
、
不
安
に
な
っ
た
時
の
、
自
分

で
で
き
る
ひ
と
つ
の
対
処
方
法
と
し
て

の
「
３
人
称
で
語
る
セ
ル
フ
ト
ー
ク
」
の

効
果
に
つ
い
て
事
例
を
あ
げ
な
が
ら
示
し

た
。

　

こ
の
や
り
方
を
少
し
広
げ
て
み
よ
う
。

悩
み
や
不
安
が
増
し
て
、
憂
う
つ
な
状
態

に
な
っ
た
時
、
仕
事
へ
の
意
欲
も
や
る

気
も
な
く
な
り
、
辞
め
た
い
と
い
う
悲

観
的
な
感
情
が
強
く
な
る
場
合
も
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
危
険
な
状
態
と
言
え
る
。
こ
の

よ
う
な
時
は
、
親
し
い
同
僚
、
信
頼
し
て

い
る
先
輩
を
心
の
中
に
登
場
さ
せ
て
「
彼

だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
」「
あ
の
人

は
こ
う
考
え
る
か
な
」
と
問
い
か
け
て
み

る
こ
と
。
い
つ
の
ま
に
か
自
分
の
中
か
ら

〝
と
り
あ
え
ず
の
答
え
〟
が
出
て
く
る
は

ず
。
ス
ト
レ
ス
に
対
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の

一
環
と
し
て
ぜ
ひ
頭
に
入
れ
て
お
い
て
ほ

し
い
。

柏
木
勇
一
（
か
し
わ
ぎ
・
ゆ
う
い
ち
）

　
一
九
四
一
年
生
ま
れ
。
大
学
卒
業
後
、

新
聞
社
勤
務
を
経
て
、
現
在
Ｅ
Ａ
Ｐ
企

業
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
活
動
。
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
家
族
相
談
士
、
交

流
分
析
士
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　
柏
木

　
勇
一

嫌
な
場
面
に
直
面
し
た
時
─

セ
ル
フ
ト
ー
ク
の
勧
め

Profile

寄　稿
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　平成31年１月20日（日）、第11回目となる「キッズカフェ」を開催しました。今回はキッズでは
なく中学生版によるカフェ運営を企画し初の取組みとなりました。この事業は、鳥取法人会青年部
会が社会貢献活動の一環として青少年の育成（働くことの大切さ、大変さ）と「税」の必要性、重
要性を学んでもらうことを目的としています。
　鳥取南中学校家庭科部&有志20名の生徒たちは、➡ メニュー検討 ➡ エプロン作成 ➡ 接客ロー
ルプレイング』を重ね、イベント当日を迎えました。主催の法人会青年部会からのスタッフに加え、
鳥取税務署員５名、南中CS協議会２名のスタッフが集結し開店前最終ミーティングを行い準備万端!!
開店当初、緊張の色が隠せなかった生徒たちにも次第に笑顔が見られるようになり、接客・厨房ス
タッフとの連携もうまく流れるようになりました。　Good Job! !

　当日は保護者の方々、学校関係者をはじめ、田原郁夫鳥取税務署長、白髪健二鳥取税務副署長の
ほか、120名ものお客様と報道４社関係者にお越しいただきました。
　食事を終えられた皆さんは生徒たちの考えた料理、一生懸命な姿、に満足された様子でにこやか
に退店されました。

南中 なんちゅー カフェ

今回は中学生版を初開催
南中コミュニティースクール運営協議会 協力
鳥取南中生徒 20名

青年部会の広場

キ ズ カ フツ エ

第 回11

&租税教室 を開催
by 鳥取南中学校 家庭科部&有志

本番での接客姿勢

厨房との連携Gooｄ！！

流石・・中学生

しっかりと

       
   仕上ってました。

南中学校家庭科部の皆さん、南中CS関係者の皆さんお疲れ様でした。

そしてありがとう。

生徒が手作りした３種のデザートは本当に美味しかった。免許皆伝！
ｂｙ　つまみ食い王子　談
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例題：　１万円の食事代をどのように負担するか。

　　　　食事参加者……会社経営者・中学生・年金受給者・資産家・たくさん食べた人

　11月８日～９日、青年部会出口敦教部会長ほか３
名が岐阜市の長良川国際会議場で開催された青年の
集い（2,473名参加）に参加した。
　租税教育活動プレゼンテーションでは金沢法人会

「私達が考える税の使いみち総選挙」が最優秀賞に、
札幌中法人会「租税教育の世代間伝播～親から子へ、
高校生から小学生・中学生へ～」阿蘇法人会「租税キャ
ンパスIN古代の里キャンプ場」２会が優秀賞に輝い
た。広島局連からは山口宇部法人会が出場したが惜し
くも表彰を逃した。

第32回 法人会全国青年の集い 岐阜大会  　　　開催

　２月13日、南中家庭科室にて田島大介実行委員長の総括後、鳥取税務署岡崎広報官が授業の中で
カフェの売上や利益を発表し、税金との関わりについて説明されました。その後、税理士 湯口夏史
氏が講師となり、準備された例題での飲食代の負担割合について公平性を前提条件としたグループ
討議、発表形式での授業が行われました。青年部会メンバーも加わり法人会グループとして独特の
考え方（公平性を無視した会社経営者の全額奢り）の発表など各グループ様々な考え方に沿った各
種税金負担の考え方をリンクさせた興味深い講師説明もあり大変参考になりました。
　カフェ運営の体験発表では、『今後の自分にとって大変有意義な体験となり将来に生かしたい。』
といった内容の発表が多くあり、事業目的である将来を担う若者たちの育成という面からも大変充
足感のある活動でありました。

講師：税理士 湯口 夏史 氏
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　今年度は２月２～３日と福岡博多に視察研修に行ってまいり
ました。出発前、企画立案者のT渕氏より「メーカー研修がある
ため欠席します」との連絡があり、波乱含みの出発になりました。
　今年も視察＆食へのこだわりも探究する研修に心わくわく、
お腹ペコペコの臨戦態勢で出発進行…！！

　まずは太宰府天満宮で商売繁盛！合格祈願！
青年部会皆様の経営にご利益がありますようにパン、パン！！！
太宰府は外国人観光客でとても賑わっていて日本人は殆ど見か
けませんでした。また、触ると幸運が訪れるという牛にも触っ
てきました。太宰府には３つの橋があり、「過去」「現在」「未来」
を現しているそうです。

　食を堪能。AIG福岡営業所の中尾さん、神山さんと合流。
鳥取営業所勤務時の懐かしい話で盛り上がりながら、博多和牛
を堪能。グルメが多い青年部会員の中には、「新鮮で切りたての
お肉は生で食べれる。」と言いながら生肉をパクリ！ワイルドす
ぎてびっくり！（T陽のK藤さん）
　食事の後はA山氏、H本氏も合流し、奇術の世界を体験。
目の前のバーカウンター越しに次々と行われるマジックに部会
員さんたちもテンションMax ！自分の腕時計を気付かないうち
に外されていた時の驚きと叫び声が店内中に響き渡っていまし
た(笑)
　今年も楽しんで、充電130％前回より10％アップ？
一部漏電した会員も？）で帰途につきました。

≪次回視察研修にも乞うご期待！！≫

　１日目

　２日目

青年部会 視察研修 ＆
開催！！！

家族Ｘｍａｓ
会

研修レポート：　写真撮影だけでなくレポー
トも広報の仕事と参加メンバーから強引指名
のあった青年部会広報委員長 山根　望

30.12.１ 恒例のＸｍａｓ 家族会を開催！！

大人36名、子供38名が日頃のストレス？
発散。楽しめたようです。

参加した子供たちは
サンタからのプレゼントに大喜び、
奥様も？・・・。
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田淵裕章 氏

出口敦教 氏

加藤寛 氏

諸吉稔 氏 辰己泰彦 氏 橋本正幸 氏

田島大介 氏 尾﨑大祐 氏

清水昭生 氏南口明彦 氏中井史生 氏

山根望 氏小谷直大 氏

松村将史 氏 渡邊昌子 氏

 浜坂小

 城北小
 浜坂小

 世紀小
 浜坂小

 美保小

 美保小 津ノ井
小

 大正小

 青翔開
智中

 福部未
来学園中

 岩倉小

 倉田小 遷喬小

 若葉台
小

 城北小
 醇風小

 東郷小
 城北小

 稲葉山
小  岩美西

小

 美保小
 江山中

 賀露小

 気高中

 湖山小

中学校４校　小学校16校
諸吉理事と青年部会14名が租税教室の講師として各学校に出向きました。講師の皆様、ご協力ありがとうございました。

租税
教室

17



【優秀賞】22名　 山崎明日香さん（湖山西小）、儀間実楽さん（湖山西小）、西村凜さん（末恒小）、
熊中晃成さん（末恒小）山根孝介さん（末恒小）、福井大和さん（稲葉山小）、下田崇広さん（佐治小）、
内田理彩さん（城北小）山根佑月さん（浜村小）、竹内心花さん（湖南学園小）、
神内涼花さん（美保南小）、木村藍海さん（東郷小）小倉知佳さん（宮ノ下小）、岡本夏凛さん（美保小）、
大村優愛さん（修立小）、毛利倖さん（醇風小）椋田大貴さん（倉田小）、内田のどかさん（世紀小）、
中山彩寧さん（散岐小）、松田里依那さん（米里小）槇塚彩華さん（湖山小）、平尾彩花さん（若葉台小）

【団体特別賞】４校　 岩倉小学校、末恒小学校、稲葉山小学校、美保小学校

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」

　

女
性
部
会
事
業
「
租
税
教
育
活
動
」
の
一
つ
と
し

て
小
学
６
年
生
を
対
象
に
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
か
ら
今
年
１
月
ま
で
、
鳥
取
県
東
部
地

区
の
各
小
学
校
に
出
向
き
租
税
教
室
の
後
に
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募
を
依
頼
し
、
今
年
度
は
22

校
か
ら
６
９
５
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、
選
考
委
員
と
し
て
鳥
取
税
務
署
よ
り

田
原
郁
夫
署
長
、
岡
﨑
智
子
広
報
広
聴
官
、
村
田
博

文
法
人
課
税
第
一
部
門 

統
括
官
の
３
名
、
鳥
取
県
立

博
物
館
よ
り
山
本
亮 

学
芸
員
、
保
険
会
社
３
社
よ
り

代
表
を
お
招
き
し
、
藤
本
英
興
法
人
会
会
長
、
女
性

部
会
役
員
８
名
、
青
年
部
会
出
口
部
会
長
も
加
わ
り

厳
正
な
選
考
を
行
い
、
入
賞
作
品
を
選
考
し
ま
し
た
。

応
募
数
は
昨
年
よ
り
減
少
し
ま
し
た
が
、
工
夫
さ
れ

た
素
晴
ら
し
い
作
品
が
多
く
選
考
に
大
変
苦
慮
し
ま

し
た
。
そ
の
中
で
も
優
秀
な
作
品
８
作
品
と
優
秀
賞

22
作
品
、
団
体
特
別
賞
４
校
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
鳥
取
税
務
署
に
て
児
童
、
保
護
者
、

学
校
関
係
者
、
報
道
関
係
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
募
い
た
だ
い
た
全
作
品
の
展
示
会
場
を

従
来
の
鳥
取
市
市
役
所
駅
南
庁
舎
地
下
の
確
定
申
告

会
場
か
ら
イ
オ
ン
鳥
取
北
イ
オ
ン
モ
ー
ル
２
F
に
移

し
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

鳥取法人会 会長賞
宮谷莉愛さん（大正小学校６年）

鳥
取
法
人
会 

青
年
部
会 

部
会
長
賞

保
坂
瑠
璃
さ
ん
（
美
保
小
学
校
６
年
）

大同生命保険㈱ 鳥取営業所所長賞
細野月渚さん（美保小学校６年）

審
査
員
特
別
賞

涌
本
彩
花
さ
ん
（
岩
倉
小
学
校
６
年
） 鳥

取
税
務
署 

署
長
賞

山
根
洸
輝
さ
ん（
稲
葉
山
小
学
校
６
年
）

第９回

女性部会のページ

開
催
！
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イオン鳥取北展示風景

鳥取法人会会長賞の

宮谷莉愛さん

イオン鳥取北展示風景

鳥取法人会女性部会部会長賞の

森田愛理さん
大同生命保険㈱ 鳥取営業所所長賞の

細野月渚さん

鳥取県連女性部会連絡協議会会長賞も受賞されました。

美保小学校の細野月渚さんが

鳥取法人会女性部会 部会長賞
森田愛理さん（美保小学校６年）

A
I
G
損
害
保
険
㈱

鳥
取
支
店
支
店
長
賞

八
木
杏
奈
さ
ん
（
浜
坂
小
学
校
６
年
）

ア
フ
ラ
ッ
ク
鳥
取
支
社 

支
社
長
賞

白
岩
稚
菜
さ
ん

（
宮
ノ
下
小
学
校
６
年
）

選考会の様子 選考会の様子

受賞のみなさん全員集合

カレンダー
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平
成
９
年
12
月

　

吉
岡
美
根
子
氏
に
女
性
部
会
発
足
に

つ
い
て
の
ご
協
力
を
お
願
い
。

平
成
10
年
１
月
～
４
月

　

女
性
部
会
発
足
の
為
の
協
力
依
頼
を

始
め
る
。

　

鳥
取
税
務
署
と
設
立
へ
の
日
程
等
協

議
相
談
。

平
成
10
年
６
月
17
日

　

厚
生
年
金
会
館
「
梨
花
の
間
」
に
て
、

78
名
の
部
会
員
を
擁
し
て
女
性
部
会

が
発
足
。
部
会
員
60
名
が
出
席
し
、

発
起
人
ら
が
設
立
趣
意
書
を
読
み
上

げ
、
会
の
規
約
や
そ
の
年
の
事
業
計

画
を
提
案
し
承
認
さ
れ
た
。
初
代
部

会
長
に
は
吉
岡
美
根
子
氏
が
選
出
さ

れ
た
。

平
成
14
年
10
月
10
日

　

大
山
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催
。

全
国
か
ら
５
５
０
名
の
女
性
部
会
員

が
出
席
し
、
鳥
取
法
人
会
女
性
部
会

員
も
開
催
県
と
し
て
お
手
伝
い
に
16

名
が
参
加
し
た
。

平
成
20
年
９
月
24
日

　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て

「
こ
の
愛
見
つ
け
た
」と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
宮
川
花
子
氏
を
招
い
て
講
演
会

を
開
催
し
た
。
夫
婦
漫
才
の
コ
ン
ビ

で
境
港
市
出
身
の
ご
主
人
、
宮
川
大

介
さ
ん
と
共
に
病
気
を
乗
り
越
え
て

二
人
三
脚
で
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
れ

ま
で
の
人
生
を
、
笑
い
を
交
え
な
が

ら
講
演
さ
れ
た
。
一
般
の
方
に
も
参

加
を
呼
び
か
け
、
３
８
０
名
参
加
の

記
念
事
業
と
な
っ
た
。

設立総会で挨拶する吉岡初代部会長

花子さんを囲んで

全国からのお客様をおもてなし

「
女
性
部
会
設
立
総
会
」
開
催

「
第
64
回
秋
の
女
性
セ
ミ
ナ
ー
」

設
立
10
周
年
記
念
事
業

「
宮
川
花
子
講
演
会
」
開
催

ユーモアを交えて講演される宮川花子さん

鳥取・倉吉・米子の会員が勢ぞろい

女性部会のページ

女
性
部
会

20
年
の
あ
ゆ
み
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設　立
20周年
記念事業 

　平成30年10月25日～ 27日、設立記念20周年事業として台湾へ視察研修に
行ってきました。女性部会員12名と親会の正副会長、総務正副委員長５名が
参加しました。（公財）日本台湾交流協会台北事務所で台湾の日本との関わ
りやこれからの台湾ビジネス展開事例などをもとにしっかり研修してきまし
た。お天気にも恵まれ、楽しく賑やかな２泊３日の研修旅行となりました。

台湾視察研修

みなさんしっかり研修中 日本と台北との関係再認識

台北事務所
の前で
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情報セキュリティの対策強化を！！
鳥取県サイバーセキュリティ対策ネットワークでは産・学・官の加入団体が共同し社内
周知、掲示用『情報セキュリティ７か条』を作成しましたので、内閣府サイバーセキュ
リティセンター（ＮＩＳＣ）発行の『インターネットの安全・安心ハンドブック Ｖｅｒ４』
と併せご紹介致します。

鳥取県サイバーセキュリティ対策ネットワークウェブサイト
https://www.pref.tottori.lg.jp/270729.htm
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外
国
の
人
々
が
日
本
で
働
く
、
雇
用

の
門
戸
が
開
放
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
の

雇
用
が
脅
か
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、

言
葉
も
慣
習
も
違
う
彼
ら
を
、社
会
で
、

職
場
で
ど
う
や
っ
て
扱
っ
た
ら
よ
い
の

か
と
い
う
戸
惑
い
の
声
が
沸
き
上
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
眺
め
る
と
、
つ
い

つ
い
門
戸
開
放
の
慎
重
論
や
排
除
の
方

向
を
展
開
し
た
く
も
な
る
の
も
当
然
で

す
。

　

で
す
が
、た
ぶ
ん
日
本
に
お
い
て
は
、

雇
用
の
門
戸
開
放
は
、
案
外
上
手
く
い

く
ば
か
り
で
な
く
、
こ
れ
を
日
本
人
の

働
き
の
強
み
を
他
国
の
人
々
と
比
較
す

る
機
会
と
し
、
日
本
製
品
の
価
格
の
安

さ
を
世
界
レ
ベ
ル
の
中
で
調
整
す
る
糸

口
に
な
る
、
と
い
う
見
方
を
私
は
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
賃
金
根
拠
を
本

来
な
ら
き
ち
ん
と
「
時
間
数
」
か
ら

「
働
き
の
内
容
」
に
移
行
し
、「
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
」
を
実
施
す
る
の
が
望

ま
し
い
の
で
す
が
、
年
功
賃
金
を
土
台

に
し
て
き
た
多
く
の
日
本
の
組
織
は
職

能
給
表
を
拠
り
所
に
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
そ
れ
を
活
か
し
な
が
ら
の

方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
職
能
給

表
を
使
い
な
が
ら
の
職
務
給
思
想
の
導

入
に
は
、
ど
の
職
能
に
も
必
要
な
こ
と

を
職
務
遂
行
の
目
的
に
掲
げ
さ
せ
ま

し
ょ
う
。
例
え
ば「
業
務
の
出
来
映
え
」

管
理
と
し
て
、
昔
か
ら
日
本
の
組
織
が

使
っ
て
き
た
の
が
「
段
取
り
、仕
上
げ
、

５
Ｓ
」
で
す
。

　

も
の
ご
と
を
進
め
る
に
は
必
ず
、
相

手
が
あ
り
ま
す
。
相
手
は
人
間
の
場
合

も
、
道
具
や
材
料
、
情
報
と
い
っ
た
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
何
か
を
進
め
る
と

き
の
相
手
の
反
応
を
先
読
み
し
な
が
ら

行
う
と
い
う
心
構
え
が
伴
う
の
が
「
段

取
り
」
で
す
か
ら
、
自
ず
と
「
計
画
」

や
「
準
備
」
と
違
っ
て
き
ま
す
。「
仕

上
げ
」「
５
Ｓ
」
も
そ
れ
ぞ
れ
き
ち
ん

と
意
味
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
す

が
、
そ
れ
は
ま
た
機
会
の
あ
る
と
き
に

し
て
、
話
し
を
先
に
進
め
ま
す
。

　

さ
て
次
に
、「
段
取
り
」
を
職
能
給

の
人
事
考
課
表
に
重
ね
ま
す
。
職
能
給

の
人
事
考
課
表
で
は
「
職
務
知
識
が
十

分
か
」
と
い
う
項
目
は
馴
染
み
の
あ
る

と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
そ
れ

ぞ
れ
の
目
的
に「
段
取
り
」を
掲
げ
、「
段

取
り
を
す
る
た
め
の
〝
職
務
知
識
が
十

分
か
〟」
と
す
れ
ば
、「
相
手
の
反
応
を

先
読
み
す
る
の
に
〝
職
務
知
識
が
十
分

か
〟」
と
な
る
の
で
、
随
分
、
具
体
に

近
寄
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

具
体
に
近
寄
れ
れ
ば
、
成
果
管
理
に
も

通
じ
ま
す
。

　
「
計
画
」「
準
備
」
と
の
違
い
は
、
日

本
語
で
疎
通
す
る
と
い
う
特
徴
か
ら
生

じ
て
い
る
の
で
、
他
言
語
を
土
台
に
す

る
人
々
に
教
育
す
る
こ
と
は
で
き
る
け

れ
ど
も
、
彼
ら
に
は
馴
染
み
の
薄
い
概

念
な
の
で
、
日
本
語
を
日
常
語
に
す
る

日
本
人
と
の
差
異
、
つ
ま
り
賃
金
の
相

対
（
あ
い
た
い
）
の
活
動
か
の
判
断
が

容
易
に
な
る
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ

う
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
を
一
枚
入
れ
る
こ

と
は
、
Ｉ
Ｔ
化
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
の
中

で
緩
ん
で
き
た
段
取
り
力
を
日
本
人
の

中
に
も
再
認
識
さ
せ
、
質
の
劣
化
を
防

ぐ
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
「
段
取
り
」
の
活
動
を
、
生
産
性
と

繋
げ
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
必
須
で

す
。「
仕
上
げ
」
も
「
５
Ｓ
」
も
し
か

り
で
す
。

　

評
価
の
裏
側
に
教
育
の
用
意
が
で
き

て
こ
そ
の
、
評
価
対
象
で
す
。
具
体
の

活
動
の
質
を
評
価
の
対
象
と
し
て
眺
め

る
こ
と
に
組
織
が
馴
れ
て
き
た
ら
、
更

に
し
っ
か
り
と
質
の
管
理
で
「
同
一
労

働
・
同
一
賃
金
」
を
履
行
す
る
た
め
に
、

「
ジ
ョ
ブ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
」

の
用
意
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

玄
間
千
映
子
（
げ
ん
ま
・
ち
え
こ
）

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
。
國

學
院
大
学
卒
。

米
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
大
学
大
学
院
卒
後
、
米
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
修
了
。

財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
（
現
日
本
財
団
）

役
員
、
国
会
議
員
各
秘
書
を
経
て
一
九
九
四
年

に
前
身
の
㈲
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
を
設
立
し
代
表
に
。

二
〇
〇
六
年
現
社
名
に
改
組
。
日
本
経
済
大
学

大
学
院
非
常
勤
講
師
、（
一
社
）
水
底
質
浄
化
技

術
協
会
監
事
な
ど
を

兼
任
。
著
書
に「
ジ
ョ

ブ
・
デ
ィ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
一
問
一
答
」

「
リ
ス
ト
ラ
無
用
の

会
社
革
命
」
な
ど
。

「
よ
う
こ
そ
、
日
本
へ
」

㈱
ア
ル
テ
ィ
ス
タ
人
材
開
発
研
究
所
代
表
　
玄
間

　
千
映
子

寄　稿

Profile
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わが社のホープと会社ＰＲ 　①名前　　②血液型　　③趣味
　④会社住所　⑤仕事内容　⑥会社ＰＲ

ハリカ鳥取店 有限会社
①　大塩　憲司

②　B型

③　食べ歩き・

　　ギター・ゴルフ

④　〒680-0915　鳥取市緑ヶ丘3-18-24

⑤　ハリカ鳥取店では、結婚・出産・新築などの人生の節目

にいただくお祝いのお返しをはじめ、快気祝いや香典の

お返しなど冠婚葬祭の返礼品の販売を行っています。ま

た、鳥取の美味しいものを詰合せたギフトセットの販売

や、お中元・お歳暮などの季節の贈り物、ボウリング大

会やゴルフコンペ等の景品、記念品の作成も承ります。

2012年より定期的に婚活パーティーイベント『恋カ

フェ』を開催しており、たくさんのカップルや成婚者が

生まれたりと、素敵な独身男女の出逢いの場の提供も行っ

ています。

⑥　ハリカ鳥取店はおかげさまで創業37周年を迎えることができました。

　　これからも、皆様に愛され必要とされるお店作りに励んで参ります。

　　皆様のギフトシーンが笑顔であふれ、幸せ運ぶお手伝いができましたら幸いです。

　　『 贈り物なら　ハリカです～♪ 』

☜　婚活パーティーイベント

　　『恋カフェ』定期開催中です。
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会社名 代表者 業種
《東支部》

おばんざいゆう 小林　友子 飲食業
Pick 河村　美香 飲食業
《西支部》

㈱いなば仁風会 佐藤　公昭 介護事業
《南支部》

川上設備 川上　誉議 建設業
《北支部》

㈱デイサービスしゃんしゃん 橋本　清二 介護福祉
内装工房みやび 岸本　雅博 内装業
《湖南支部》

㈱Mori terrace 森　　泰司 建設業
中尾左官 中尾　達也 左官業

会社名 代表者 業種
《湖東支部》

読売センター湖山 湯中　秀美 新聞販売業
Repaint 石田　　亮 建築塗装
やま藤㈱ 藤原　通生 林業
《桜ヶ丘支部》

（同）西村工業 西村　　賢 運送業
クリエイトプラス 植木　　勉 建設業

《気高支部》

森工作所 森　　保樹 金属加工
《八頭西支部》

㈲玉谷クリーニング 玉谷文一郎 クリーニング業

（順不同）

国税庁では、国税専門官を募集しています。
募集要項は次のとおりです。
１　受験資格

⑴　平成元年４月２日～平成10年４月１日生まれの者
⑵　平成10年４月２日以降生まれの者で次に挙げる者
イ　大学を卒業した者及び平成32年（2020年）３月ま

でに大学を卒業する見込みの者
ロ　人事院がイに揚げる者と同等の資格があると認

める者
２　受験申込方法及び受付期間

⑴　申込方法
イ　インターネットによる申込み
　　　インターネット申込専用アドレス
　　　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

ロ　郵送又は持参による申込み（インターネットによ
る申込みができない場合）

　　受験申込書を第１次試験に対応する国税局に郵送
又は持参

※受験申込書問合せ先
　広島国税局人事第二課試験研修係

〒730-8521　広島市中区上八丁堀６番30号
℡ 082-221-9211　内線 3635・3743

⑵　受付期間
イ　インターネットによる申込み
　平成31年３月29日（金）９：00～４月10日（水）

（４月10日（水）までに申込データを受信完了したもの
に限り受付）

ロ　郵送又は持参による申込み
　平成31年３月29日（金）～４月１日（月）

（４月１日（月）までの通信日付印有効）

国家公務員 － 大学卒業程度 －
国税専門官　2019　　平成31年度募集案内

国税庁HP
http：//www.nta.go.jp

国
お
税
知
庁
ら

か

せ
ら の

新入会員紹介（15社）30.９.１～ 31.２.28

　鳥取法人会では、「決算・申告の実務」「税
制改正のあらまし」等、税金についてわ
かりやすく解説した冊子を、会員の皆様
に無料にて配布しております。

ご希望の方は、
法人会事務局（0857-27-1604）まで
お問い合わせください。

冊子無料配布のご案内
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【県委託 鳥取県法人会連合会 社会貢献事業】

とっとり出会いサポートセンター

えんトリー　ＮＥＷＳ

『えんトリー』と『「すごい！鳥取市」婚活サポートセンター』のコラボイベントを
昨年12月に開催しました。
なんと参加者は100人！と大規模なイベントとなり、多くのカップルが誕生しました。
えんトリーではイベントのほかに、スキルアップセミナーも行っております。
気になる方はお気軽にお問合せください。

鳥取市と共催イベントを行いました！

〆切間近！山陰連携記念
「ヤカミヒメ縁取キャンペーン」実施中！

幸せのお手伝いしませんか？
1対1のお引合せに立ち会う
ボランティアサポーターを随時募集中です。

会員登録予定者３名以上の
企業様へはえんトリースタッフが
出前登録にも出向きます。

現登録会員数 693名
お引合せ成立組数（累計） 1,142組
カップル成立数（累計） 460組
成婚数
（センターに連絡のあった組数） 83組

昨年12月から結婚を希望する方の広域的な出会いを支援するため、鳥取県（えんトリー）と島根県
（しまコ）の県境を越えたシステム、『山陰連携』を開始しました。
県境を越えた出会いを希望する「えんトリー会員」と「しまコ会員」同士のプロフィール閲覧、お
引き合わせの申し込み等が可能になります。
連携を記念し割引キャンペーン実施中です。２名以上で来
所し新規登録または更新をした方の新規・更新登録料半額、
または20歳代の新規・更新登録料半額。
ぜひこの機会に登録・更新を！

【平成31年２月末現在】

～えんトリーからのみみより情報～
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年月 研　修　会 等 役員会・委員会 塔 そ　の　他

2019.
４

青年部会定例会（４/２）
新入社員研修会２日間（４/３～４）
第１回新設法人説明会（下旬）

監査会（４/10）
総務委員会（４/18）
第１回理事会（４/18）

女性フォーラム富山大会（４/25）

５
ビジネス実践マナー研修①（５/８～９）
定時総会・記念講演会（５/28）
女性部会総会・講演会（６/４）

青年部会役員会
税制委員会事前打ち合わせ（下旬）

６
青年部会総会・講演会（予定）
第１回法人税務説明会《４・５・６月決算会社》
各支部事業報告会・研修会 開始（８月迄順次予定）

税制委員会（上旬）
各支部役員会
青年部会役員会
女性部会役員会

ほうじん発送（下旬）

７
女性部会定例会（上旬）
青年部会家族会（下旬）

青年部会役員会
第１回広報委員会

８
第２回法人税務説明会《７・８・９月決算会社》
パソコン研修（予定）

青年部会役員会 第１回献血ボランティア

９
視察研修旅行（９/６～７）
青年部会定例会

青年部会役員会
第２回理事会
組織委員会

税務署長を囲む会（予定）

10

「租税教室」講師研修会２日間
ビジネス実践マナー研修②（予定）
青年部会定例会
第２回新設法人説明会（下旬）

青年部会役員会
女性部会役員会
厚生委員会

全国大会三重大会（10/３）
会報「法人とっとり」発行（下旬）
会報・ほうじん発送（下旬）

 鳥取法人会 事業予定 （2019年４月１日～ 10月31日まで）

公益社団法人　鳥取法人会
〒680-0031　鳥取市本町３丁目201番地
　　　　　　　鳥取産業会館・鳥取商工会議所ビル２階
	 	 ＴＥＬ　0857（27）1604　　ＦＡＸ　0857（20）0555
	 	 メール　hojin@toriho.com　　ホームページ　toriho.com
	 	 ご意見・ご要望をお待ちしております

　先日“ボヘミアンラブソディ”を観てきた。2018年公開の映画では邦画も
含めた中で、興行収入100億円を超え第１位となる大ヒット映画である。
　私のQUEEN情報はイギリスの有名なロックバンドで知っている楽曲も幾つ
かありボーカルのフレディがHIV感染で亡くなった位で特別興味があったわけ

でもなくなんとなく観に行った感じであった。
　内容についてはそもそも洋楽に興味がない私にとっては決して楽しめるものではなく、“知っている曲だ
なー”と、所々思う程度で終わってしまい、人は興味がない事に対しては世間的に流行っていても自分には
関係ないとなってしまいがちであると再認識した時に少し考えてみた。
　話は逸れますが、この頃は様々なハラスメントが問題となり時にはお互いのその後の人生にも大きく影響
する事態もあります。
　多くは自分善がりで相手の事を十分理解出来ていないそして確認していない事で不本意にも結果相手が不
快感・不信感になり決裂に繋がる、もっと興味をもって相手の事を考えてやれば良かったと反省している事だろう。
　そうだもっと相手に興味をもとう！　私はまずはQUEENのDVDをレンタルしてきます。

広報委員　辰己　泰彦

編集
後記
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